
 

 
 
 
 

 

 
 

 

検査時期：令和６年６月 
検査戸数：5０戸(上伊那地域３５戸、諏訪地域 1５戸) 
検査項目：生菌数、黄色ブドウ球菌(SA)、無乳性レンサ球菌、環境性ブドウ球菌、環境性レンサ球菌、 

大腸菌群、耐熱性菌、マイコプラズマ、牛ウイルス性下痢ウイルス(BVDV)遺伝子検査 
  検査結果： 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・無乳性レンサ球菌、マイコプラズマ検査、 

BVDV 遺伝子検査は全ての農場で陰性でした 
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〇今回の検査では、約４割の農場で SA が検出されました。SA は伝染力が強く、治癒が困難で、体細胞
数を増加させる主因となります。  
対策  ① 全頭の細菌検査による 感染牛（感染分房）の特定 

       ② 当面の対応：搾乳順序を最後にする、並び替えをする、 
搾乳衛生の再確認など  

       ③ 乾乳期治療、ＳＡ感染牛の淘汰など 
※ＳＡ感染牛であっても、排菌していない時はＳＡが検出されない場合があります。 

体細胞数が高い牛は感染の疑いがありますので、注意してください。 

〇全頭検査の希望、搾乳衛生・管理については伊那家畜保健衛生所へご相談ください 

 

長野県伊那家畜保健衛生所 
〒396-0026 伊那市西町 5764 
Teｌ：0265-72-2782、Fax：0265-72-2765 
E-mail：inakachiku@pref.nagano.lg.jp 
URL：http://www.pref.nagano.lg.jp/inakachiku/ 

伊那諏訪家畜畜産物衛生指導協会 
Tel&Fax：0265-76-8086 
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酪農生産性向上対策事業による
令和６年度 前期 バルク乳スクリーニング検査の集計結果をお知らせします 

黄色ブドウ球菌（SA）とは

問い合わせ先：伊那家畜保健衛生所 保健衛生課 Tel:0265-72-2782 
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 少ない 

やや多い 

多い 

非常に多い 
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